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7 月初めより断続的に続いた豪雨は熊本県を中心に九州・中部地方など広範囲にわたり甚大な被

害をもたらしました。被災された方々に心よりお悔み並びにお見舞い申し上げますとともに、早期復興を

祈念いたします。 

 さて、前回はお釈迦様の十大弟子ということで、智慧第一の舎利
し ゃ り

弗
ほつ

尊者をご紹介しましたが、今回

は阿難（アーナンダ）尊者をご紹介させていただきます。実は、諸説ありますがお釈迦様とは従弟
い と こ

という関

係だと伝わります。お釈迦様と同じく王子の身分でしたが、仏門に入り、お釈迦様が亡くなるまでの25年

間常にそばに仕え、教えを最もよく聞いて覚えていたので「多聞第一」と称されます。当時、教えを書い

て残すことはなく、口伝で伝えられたので、“よく聞いて覚える”ということが大変重要だったのです。 

 阿難尊者はかなりの美男子で、女難に遭うということもしばしばあったそうですが、修行には実直で、

情にも厚かったようです。ある時、お釈迦様の養母であるマハーパジャーパティ夫人をはじめとする女性

たちが出家を申し出たところ、お釈迦様は男性集団の中に女性が入ることを案じられ、入門を断られまし

た。諦めきれない彼女たちに、阿難尊者が助太刀して、大変な熱意でお釈迦様を何とか説得したといい

ます。ここに初めて女性の出家修行者（比丘尼
び く に

）が誕生したのです。 

 また、阿難尊者の多聞第一の才能はお釈迦様が亡くなった後の教団の発展に大きく寄与しました。

お釈迦様の入滅後に初めて弟子たちによる大規模な集会（結集
けつじゅう

といいます）が行われた際、最も教え

をよく聞いて覚えていた阿難尊者が他の弟子たちの前でお釈迦様の教説を話し、それを確認し合い、

皆でともに唱えました。「結集」には「ともに唱えること」という意味があり、「合誦
ご う じ ゅ

」とも訳されます。これこ

そ今日、私たちがお唱えする「お経」の始まりなのです。お経の冒頭は多くが「如是我聞
に ょ ぜ が も ん

（このように私は

聞いた）」から始まりますが、この「私」とは本来は阿難尊者のことということになります。 

 阿難尊者は入門後もなかなか覚りを開けず、ついにお釈迦様の入滅にも間に合いませんでした。しか

し、諦めることなく、結集を前にして発奮しついに覚りを得たということです。教えを常に聞いて、心に留め

ていた結果ではないでしょうか。 

 時々「お経は何のために唱えるのですか」と聞かれることがありますが、その理由の一つは、“教えを忘

れないようにするため”だと思います。阿難尊者のようにすべて覚えることは叶いませんので、少しでも“復

習する”ことが大切ではないでしょうか。「お経は聞いていても意味は分からないけど、有難い気がする」と

いう方も、そこから一歩、「教えの意味に触れたい」と思っていただければ誠に有難いです。 
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 先月 25 日の写経会には 7 名のご参加がありました。足元

の悪い中お参りいただき有難うございました。初開催でバタ

バタしましたが、今後に向けてよりよいものを目指していき

たいと思います。どうぞお気軽にご参加ください。 

【次回の開催予定：8月 22日午後 2時より】 
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